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著者は、文化庁国語科の調査官として「改定常用漢字表」や「異字同訓の使い

分け例」を担当。 
生き字引的存在として、時の法令連載「常用漢字あれこれ」を執筆。本書はこ

れを単行本化したものです。 
 
〔帯から〕 
例えば… 
 「収める」「納める」「治める」「修める」——どれを使うか迷うことはありませ

んか？ 
そんな悩みに本書はズバリ答えます！ どの漢字を使うべきか、迷ったことの

ある方は必読！ 
 
ともすれば使い分けに悩む異字同訓の「漢字の意味」や「使い分けの事例」を

分かりやすく紹介。これを読めば、もう迷わない！ 
 
 


